














【製品】　　レベル１：共通工－レベル２：排水構造物工 様式３－２

技術の名称 エンドレンマット

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【ＫＫ-980089】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 近畿地方整備局　近畿技術事務所

分類 〔レベル１：共通工　〕、〔レベル２：排水性構造物　〕、〔レベル３：暗渠工　〕、〔レベル４：暗渠排水管　〕

使用可能な工事の種類 構造物裏面排水工、のり面排水工

技術名称 砕石を用いた裏込め排水工

その他

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

単位あたりの材料費
38400円 49876円 29.9％低下

単位あたりの施工費
30662円 18702円 40％向上

ランニングコスト ― ― ― ―

その他 ― ― ― ―

トータルコスト 上記を合計した金額
69062円 68578円 0.7％向上

備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞

構造 ― ― ― ―

施工段階 作業員に対する事故等の発生
「土木工事安全施工技術指針」
の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第７章土木工事」による

繊維・及び樹脂材料であるため、
しなやかであり、人体に傷をつけ
ることがない。

砕石では、飛散する危険があり、
敷設時も重機を使用しない為、
安全性は向上する。

※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

第三者に対する事故等の発生 「土木工事安全施工技術指針」
の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第7章土木工事」による

繊維・及び樹脂材料であるため、
しなやかであり、人体に傷をつけ
ることがない。

砕石では、飛散する危険がある
ため、安全性は向上する。

物性 化学的安定性
酸・アルカリ等の影響によって著
しい変状、劣化が生じてはならな
い。

PET樹脂製であるため化学的に
安定している。

同等

形状 圧縮性能

長期間、土に接した状態でも有
害な変形が生じない

エンドレンマット耐圧性能により
確認する。
上載荷重などの条件により、標
準タイプと耐圧タイプがある。

土圧が作用しても通水路を確保
できることが確認できた。

能力 排水能力
標準タイプに４段階、耐圧タイプ
に５段階の上載荷重を負荷し、そ
れぞれの透水係数を計測し、各
タイプの粗度係数を決定した。
・標準タイプ：荷重に関係なく粗
度係数０．２を用い、流量を算出
できる。
・耐圧タイプ：荷重ごとに規定の
粗度係数を使用し、流量を算出
できる。

「エンドレンマット＋土」複合体と
して透水性の試験を行い、目詰
まりによる透水性の減少がない
か確認をした結果、透水性能に
ほとんど影響が無いことが確認
できた。

材料 品質管理と適合性

品質管理は生産過程での管理試
験による品質管理を行う。

高品質の製品が安定供給可能で
ある。

比較対象外とする。
新技術は工場製品であるため、
バラツキが無い。砕石も生産過
程での管理を行っているが、採
取場所などによるバラツキはあ
る。

施工 ― ― ― ―

完成物 ― ― ― ―

合理化 工程
1.69日
国土交通省土木工事積算基準
（平成17年度版）より算出

1.26日
自社歩掛りより算出

２５％向上する。材料が軽量だあ
る為、人力施工可能。重機・特殊
作業員を用いない

現場条件 ― ― ― ―

適用範囲 適用場所
（社）日本道路協会　道路土工
擁壁工指針　P121（6）排水材

排水工全般
ただし、ブロック積擁壁（構造目
的の裏込代替）には使用不可

同等

自然条件 環境による影響

材質の劣化を起こさない
温泉地域等酸性の高い河川、産
廃処理場、海岸などでの使用に
も十分対応可能。

同等

施工管理 ― ― ― ―

難易度 重機の必要性
重機による施工が必要 人力施工が可能 普通作業員のみでの施工が可能

社会環境 省資源化への貢献度

重量物であるため運搬用重機が
必要。重機等の燃料使用による
環境負荷が発生する。

年間使用計画数に対するＰＥＴボ
トル再生樹脂使用量はＰＥＴボト
ル（500ｍｌ）換算で346万本とな
る。

向上する。PETボトルを再生し製
品化しているため、PETボトルの
焼却による地球温暖化の低減、
あるいは埋め立て廃棄のための
運搬に係わるエネルギーを削減
できる。

作業員環境 ― ― ― ―

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 　他　（　当技術は製品であるため、その摘要工事の技術指針に準拠する。粗度係数は自社確認値。　）その他

耐久性

品質・出来形

施工性

周辺環境への影響

　　比較対象とする
　　従来技術

評価項目

大

　擁壁や構造物の裏込め排水として砕石を用いる工法が古くから行われきている。
　新技術はPETボトルの再生品で環境負荷も少なく、化学的に安定した高分子材料を使用したモノフィラメントをヘチマ構造体に加工した排水材である。耐候性・耐薬品性
に優れ、軽量であるため、施工性に優れる。

大

※労働安全衛生法上の安全
性等は含まない。

安全性

長期の目詰まりが少なく透水性
に優れ、長期耐久性を有し、実績
のあるものが望まれる。

本製品は、従来の砕石と同様に
耐圧性、透水性がある。

詳細説明資料

申請者記入欄

申請者記入欄

評価項目

経済性 イニシャルコスト

選定理由



備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞大

申請者記入欄評価項目

積算基準等 　有　（　自社基準　）

施工管理基準等 　無　（　当技術は製品であるため、その摘要工事の施工管理基準に準拠する。　）

その他
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